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●●●台見書
南京図書館新館・金陵図書館見聞記
鳥　井　克　之
　南京市は1973年 7月、1980年 3月、2011年 6月、
2014年 6月に 4回訪問したことがある。最初の二回
は旅行者としての2、3日の滞在であったが、あとの
二回は南京大学、南京林業大学、南京郵電大学で定
年退職後に公刊された拙論「中国語を基軸とする日
中比較対照教学文法序説」（『香坂順一先生追悼記念
論文集』2006年光生館出版所収）を活用して「中国
語構文分析に基づく中文日訳方法論」というコンセ
プトによるボランティア講義とその合間を縫って日
本紫金草合唱団南京公演（合唱朗読構成『紫金草物
語』〔日中両国語の歌詞は検索エンジンで参照可能〕
の一時間プログラム：2011年は南京理工大学大講堂、
2014 年は金陵図書館報告ホールで数十名による演
奏）にテナー歌手の一員として出演したため延 6週
間大学の専家楼で生活した。休日には南京市市内の
観光スポットを巡り、講義のない日の午後には今回
紹介する地下鉄で宿舎からすぐに行ける南京図書館
に行き、開架式書架の閲覧室や書庫に並んだ書籍の
背中を眺めながら、気になる本は取り出して近くの
椅子に座ってぺらぺらと捲り、充実した途轍もなく
ドデカイ老舗の書店にさまよい入ったような気分に
浸っていた。
南京図書館新館
　関西国際空港と南京禄口国際空港間には週往復 2
便の定期便があり、時期にもよるが搭乗券は往復4、
5 万円で購入していた。南京禄口国際空港から北上
して南京の中心地点新街口までは車で 4、50 分で到
着する。この新街口ロータリーから鼓楼ロータリー
までの約 2 キロの幹線道路が「中山路」といわれ、
それより北西方向にある長江南京埠頭へ続く幹線道
路は「中山北路」といい、新街口ロータリーから南
下して旧城壁跡に続く幹線道路は「中山南路」と称
している。新街口ロータリーから東に向かい南京図
書館、南京博物院、中山陵（孫文墓地公園）へと続
く幹線道路は「中山東路」と命名されている。
　私は通常「中山路」の中間地点にある「珠江路」
交差点から西に折れて「漢口路」を 100 メートル足
らず歩いて北側にある南京大学南門にたどり着き、
校門から数十メートルの地点にある二階建て瓦葺き
の瀟洒な「南京大学南苑会議中心」を宿舎とさせて
いただいている。
　さて南京図書館へ行くには往路は漢口路を東へ100
メートル、珠江路交差点から中山路を 2キロほど南
下し、新街口ロータリーで「中山東路」を東へ約 2
キロのプラタナスの生い茂った、まさしく［緑樹成
陰］というべき街路樹の下を歩き、地下鉄二号線の
「大行宮駅」入口の標識と同時に南京図書館の壮麗で
重厚な姿が目前に出現する。西側と南側の外装は写
真に見られるようにオーソドックスな様式である。
地下鉄入口に通じる図書館南入口があるが、初めて
図書館を訪れるときは矢張り東側にある正門から入
ることを勧めたい。
　東壁側面は球状に近いカーブを描いたガラス張り
の外装である。地上階1）から階段を上り一階入り口
を入ると真正面に大きな総合案内カウンターでは手
薬煉引いて読者の案内に応対する体制ができている
ので、やはり先に地上階1）の玄関を通って「六朝遺
跡展示ゾーン」に入り、分厚い強化ガラス板越しに
足元の「埋没された故宮」を主題とする六朝遼代の
「建康（南京の旧名称）」市内の宮廷遺跡を無料でじ
南京図書館西・南側外観
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っくりと見学することができるので、この図書館の
ハイライトスポットになっているとのことであった。
　隣接する展覧会場は 870 平米の広さであり、7月
1 日の中国共産党創立記念日を迎えるために「中国
共産党史展覧会」が寫眞に見られるような展示物が
会場一面に掲示されていた。同じ階の学術報告会場
は500平米の広さがあり、不定期の会議、学術報告、
講座などの活動に活用されている。隣接する多機能
会場は 1020平米あり、364の座席が設けられ、ブラ
ンド的な公益性の高い文化活動と評価されている「南
京図書館講座」がここで毎土・日曜日午後に開催さ
れている。
　一階には上述の総合案内カウンター以外に図書検
索端末機コーナー、読書相談コーナーがある。総合
閲覧室、少年児童と視覚障害者のための書籍定期刊
行物貸借閲覧室、江蘇作家作品館、さらに手荷物預
かり大型ロッカー 44 組、引き出し型ロッカー 1056
口が利用できるようになっている。
　一階の総合閲覧室は広さ 750 平米あり、新聞雑誌
閲覧室には最新の中国語新聞約 500 紙、日遅れの中
国・外国語新聞約 1400 紙、中国語画報約 30 誌、中
国語庶民雑誌約 400 誌が提供されており、電子書籍
閲覧コーナーでは無料でインターネット・カフェが
利用できるようになっていた。
　江蘇作家作品館は一階の他の施設とは優雅な仕切
と玄関により完全に区分されて 640 平米の広さがあ
る。館所蔵の原籍が江蘇、江蘇出生あるいは江蘇で
勤務経験がある著名な作家の文学作品（小説、ルポ
ルタージュ、ノンフィクション作品、戯曲、随筆、
南京図書館南側外観
南京図書館東正門外観
展覧会場展示物
南京図書館総合案内カウンター
図書検索端末機コーナー
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詩歌等を含む）及びこれらを基にしたシナリオによ
って映像化された映画、テレビ劇、演劇のDVD資
料の閲覧・視聴に提供されている。寫眞に見られる
ように優雅な雰囲気の中で閲覧・視聴ができ、さら
に江蘇作家作品を素材とする文学史を学べる施設が
設けられているのに一驚した。
　二階はおおむね国内外の書籍の貸し出しと閲覧を
取扱い、最近の四年間に中国図書約 50 万冊（CD/
DVD版付を含む）、外国図書原本約 3万冊の貸借閲
覧サービスに提供された。
　三階は閲覧業務を主としており、中国図書、国内
外の雑誌の閲覧と国内外の参考辞書類の使用と文献
検索コーナーが設けられ、最近の三年間に中国図書
18万余冊が閲覧され、中外の参考辞書1.6万冊、検
索参考辞書約 54 種類、データベース 60 余種類が利
用されている。
　この三階で私が注目したのは閲覧が高い机の上に
本を置いて椅子に腰を掛け行われていたのではなく、
低い机の上に本を置き、足をその机の下に伸ばして
本を読んでいる姿であった。私の中国体験で初めて
目にした光景であった（写真参照）。現代中国では通
江蘇作家作品館
江蘇作家作品館閲覧コーナー
江蘇作家作品館内展示書籍
南京図書館蔵印
南京図書館三階
常の建造物では床は土間そのもので、木材やPタイ
ルを使用してフローリングしている部屋にはほとん
どお目に掛かったことがなかった。殆どは椅子の上
に腰を掛けて生活していたからである。本当にのん
びりと寛いで読書している姿に驚くとともに微笑ま
しくなるのを感じた次第である。
　四階は香港・マカオ・台湾文献、芸術映像資料、
民国文献、地方文献など十余種類及び江蘇省政府公
開情報資料の特定テーマの文献の閲覧サービスを行
っていた。それ以外にこの階には読者の自習室が提
供されていた（写真参照）。
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　五階にはインターネットを活用して内外のデジタ
ルデーターベース、電子図書、全中国文化教養情報
資源を閲覧できるパソコン 250 台を備えた「電子閲
覧室」、CD，DVD，BR‒DISC 資料を再生して視聴
できる設備を備えた「メディア鑑賞室」、新たに複製
された古典漢籍 3万冊、同上マイクロフィルム 1万
リールおよびその部分版、古典漢籍原本とコピーを
業務とする「古典漢籍閲覧室」の三室があった。
　六・七階は国宝級文献業務区域になっており、国
宝級国内外図書文献・外国書・1949年以降の中国図
書の査定とその複写を業務としており、七階には環
境が静謐優雅な閲覧室が設けられており、そこで読
者が国宝級文献図書類を閲覧することができるよう
になっていた。
　八階は図書館行政管理事務部門のフロアーになっ
ていた。
　七階から一階まで図書館東壁面を内部から眺めな
がら下りてきたが、頑丈に組まれたパイプに支えら
れた一面のガラス壁越しに明るい太陽光がさんさん
と降り注いでいるように感じた。
　地階にも食堂があるが、私は図書館東に隣接する
市民広場の地下にあるスーパーマーケット「カルフ
ール」に行きビールとサンドウィッチを買い、広場
のベンチに腰掛けて昼食を摂っていた。
　宿舎から図書館への往路は歩いて通っていたが、
復路は疲れていたので二駅分の地下鉄に乗るかバス
を利用するかの何れかにしていた。
　次に南京図書館から頂戴した図書館の公式案内を
抄訳したもので南京図書館見聞記の結びとしたい。
…………………………
　南京図書館は江蘇省立図書館で、北京、上海に次
ぐ国家一級の図書館でもある。
　その前身は1907年に清朝両江総督端方により創立
された江南図書館は辛亥革命後幾度となく館名を変
更したが、1927年に民国政府が「大学区制」を実施
したことにより、『第四中山大学国学図書館』と名を
改め、1928年にはさらに『国立中央大学国学図書館』
と改名されたが、1929年に「大学区制」が廃止され
たために『江蘇省立国学図書館』と命名され、江蘇
省教育庁の直属になり、新中国誕生当初は華東軍政
委員会の文化部の指導を受け、1952年に『国立南京
図書館』に併合された。
　他方1933年に南京国民政府教育部は蔣復 に『国
立中央図書館』の建設計画を委託して建設された。
しかし日中戦争により 1937 年に重慶へ遷都し 1946
年に南京に復帰し、1948年に蔣復 は国民政府の命
により館蔵の貴重書 13 万冊を台湾に移送したが、
1949年 5月に中国共産党の南京市軍事管制委員会が
接収して管理に当たった。
　1950 年 3 月 19 日、南京国民政府の『国立中央図
書館』は新中国「中央政府文化部（省）令」により
正式名称が『国立南京図書館』となり、中央政府文
化部文物局と華東軍政委員会文化部の二重の指導を
受けることになった。
　しかし1954年に中央政府による「大行政区制」が
すでに撤廃され同時に江蘇省が省として設けられた
ために、省立クラスの図書館が必要とされるので、
中央政府文化部は同年 7 月に『国立南京金図書館』
を『南京図書館』と改名され、江蘇省文化庁に直属
してその指導を受けて現在に至っている、歴史が長
く、文化的薀蓄の深遠な図書館である。
　現在では江蘇省文献データ資源の保全とサービ
ス・センターとして、南京図書館全体の館蔵資料は
すでに社会科学と自然科学2）各領域を包括するデー
タ資源体系を形成している。2013年度末現在、南京
南京図書館四階 南京図書館東壁面内側
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図書館所蔵書籍の総数は 1100 万冊を超え、僅差で
（北京）国家図書館と上海図書館に迫り、全国第三位
を占めている。中でも貴重書14万冊を含む古書漢籍
は160万冊、民国時代の文献70万冊がある。館所蔵
の唐代写本、遼代写経、宋・元・明・清歴代の写本
刊行貴重書が多数あり、その中から 454 種類がすで
に国家貴重漢籍リストに選ばれている。
　南京図書館新館は南京市中心の大行宮地区にある
が、1998 年に立案され、2002 年に着工し、2006 年
に落成して一部が公開され、2007年に全面的な公開
が実現された。新館の敷地面積は2.52万平米、建築
面積は7.87万平米、建設投資額は4億人民元、館内
に読者座席が3,000席、情報端末4000余箇所設けら
れている。機能の配置においては新館では主として
「利用」を主とし、読者を中心とする理念で、開架を
主要とするサービス方式により、所蔵、貸借、閲覧、
情報提供、管理の一体化を実現させている。
　グランドフロア（地下一階）には展覧会ホール、
多機能ホール、学術報告ホール、六朝遺跡展示区域
などの展覧講演活動区域になっている。一階は総合
サービス区域及び総合閲覧室、少年児童図書貸借閲
覧室、視覚障害者図書貸借閲覧室、江蘇省作家作品
館があり、二階では図書館外貸借手続きが行なわれ、
三階は一般書閲覧区域、四階は専門書閲覧区域、五
階は図書デジタル化区域と古書漢籍研究区域になっ
ている。六・七階は書庫区域、八階が行政事務区域
になっている。
　南京図書館新館は全面的な無料公開と 365 日対外
サービスを実行して、閲覧、館外貸借、情報提供・
コンサルティング、データベース検索、文献転送、
国内相互貸借、巡回移動サービス、講座、展覧、育
成訓練および読者活動などを行っている。また図書
館専門業務のための『新世紀図書館』（月刊）、『江蘇
図書館の窓』（隔月刊）および情報や参考資料を提供
する『信息傳眞』などの定期刊行誌を編集出版して
おり、南京図書館ネットワークを構築している。
金陵図書館
　金陵図書館は実は昨年の南京公演の会場になると
知った時に知った図書館である。宿舎は上述したよ
うに地下鉄の「珠江路」駅近くにあるので、金陵図
書館とは地下鉄の駅数にして 10 駅も離れているの
で、地下鉄に頼らざるを得ない。まず一号線の「珠
江路」で乗車して五つ目の駅の「中華門」駅で十号
線に乗り換え、五つ目の「奥林匹克中心（オリンピ
ックセンター）」駅で下車したのち、オリンピックセ
ンター公園と長江の間にある広い「濱江公園」を通
り抜けると寫眞に見られるように右手奥に基督教会
の高い尖塔と左手前に平べったい直方体と半球状の
屋根らしきものが見える。その左手前に見える建造
物が金陵図書館である。
　そしてその半球状体の屋根の下に今回の南京公演
の公演会場となる 700 席を有する「金陵図書館報告
廳（講堂）」があった。
　図書館館内を参観すると一階中央吹き抜け大ロビ
ーの西側では図書貸借閲覧の諸手続き事務を取り扱
い、北側には開架式書架に各種図書30万冊が貸借閲
覧できる90席が配置され、西側にはCD，DVD，BR
‒DISCが貸借視聴できる部屋があり、西南側には視
覚障害者用閲覧室と少年児童図書貸借閲覧室があ
り、東南側には新聞雑誌閲覧室が設けられていた。
　二階中央吹き抜けの北側はインターネットカフェ
形式の98席の端末機が設置された「電子閲覧室」が
あり、満18歳以上の図書館利用者カード所持者が自
由に利用していた。西側にはアート・デザイン・設
金陵図書館遠景
金陵図書館正門
南京図書館新館・金陵図書館見聞記
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計に関するデジタルソース10万余種と外国原版文献
2000 余種が提供される「芸術設計閲覧室」があり、
南側は「自習室」、東側は喫茶カフェになっていた。
　三階中央吹き抜けの北側は社会科学と自然科学2）
図書の閲覧室で座席が 218 席あり、東側には政府公
開情報、法律文献、特別参考辞書類の閲覧室があり、
南側には「定期刊行物貸借閲覧室」があり、西側は
すべて書庫になっていた。
　四階中央吹き抜け西側は書庫、北側と東側はすべ
て事務室になっている。しかし南側には館蔵の特色
ある地方文献、歴史文献、有名人秘蔵文庫の10万余
冊、その中でも南京地方文献約9000種、館蔵の綫装
古典漢籍 50000 余冊があり、これらの閲覧サービス
を提供するために閲覧座席 100 席を設けた「特蔵閲
覧室」があり、その東端に文化、教育、文学、漫画、
歴史、地理など各方面にわたる日本語専門図書1000
余冊、日本語定期刊行物原版16種、日本の最新音楽
CD，DVD特集資料数百点があり、さらに南京市と
姉妹都市関係を結んでいる名古屋市立鶴舞中央図書
館から寄贈された日本語専門書2000余冊がガラス入
り戸棚式書架（写真参照）に収められていた。ただ
ここ二三年来の日中関係により、利用者数は残念な
がら減少しているとのことであった。
　以下に図書館からいただいた公式案内を抄訳した
もので金陵図書館見聞記の締め括りとさせて頂くこ
とにしたい。
…………………………
　金陵図書館は南京市立図書館で、1927年（民国16
年）6 月 9 日に南京特別市が市立（第一）通俗図書
館を創設したが、1928年 7月に南京市立第一図書館
と改称され、1930年 9月には南京特別市立民衆図書
館と改名され、孔子廟内に設けられた国子監施設に
移転し、1932年6月には民衆科学館と合併され、1933
年 9 月には南京市立図書館と改称された。
　1937年12月13日、日本軍が南京を占領したのち、
放火（一説には砲火）により孔子廟ともども市立図
書館も焼却され、図書の大多数が灰塵に帰した。そ
の中には元代初めより晩清革命までに収集して購入
した全ての「縉紳録（官吏名簿）」が含まれており、
この種の文献資料は歴代官吏制度の変遷過程、人物
の経歴の考証に対して非常に高い参考価値を有する
ものであった。現在の金陵図書館には依然として市
立南京図書館時代の蔵書を珍蔵しており、それは極
めて貴重な歴史的意義を有しており、また今後の南
京市立図書館史研究を展開する上で価値ある実質的
証拠を提供してくれるであろう。
　1952年、南京市は中央特別市（首都クラス）から
江蘇省省都に降格されたが、1958年、南京市政府は
新しい市の図書館の建設計画を決定した。経済的に
困難な時期や文化大革命の干渉などを受けたが、図
書館から出て長江を行き来して、図書を社会の末端
組織、田園地帯、田畑にまで長年にわたり届け続け
た活動により、1980 年 10 月、南京市長江路 262 号
に図書館が建設、公開された。建築面積は 7300 平
米、当初は南京市人民図書館と命名されたが、1984
年 10 月に現在の名称に改められた。
　その後、建 区楽山路 158 号に新館の建設工事が
着手され、2009年に完成して引き渡され、開館の準
備作業に取り組み、2010年 10月 18日に新館公開の
式典が執り行われた。図書館の敷地面積は 38641 平
米、建築面積は 25125 平米、内部には閲覧者座席
1400席、報告ホール、多機能ホール、展覧会場、視
聴覚室、養成訓練施設、食堂、喫茶室、駐車場など
の総合的なサービス施設が設けられている。
　2009年、省クラスに次ぐ都市図書館として、国家
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文化部より一級図書館の称号を授与された。また『金
陵図書館教壇』は数十年にわたり弛むことなく市民
大衆に対して公益性のある知識講座を展開し、図書
館が展開しうるサービス領域を広く開拓したことに
より、2010年に国家文化部が発布する「群星獎」と
いう文化的サービス領域における政府最高の表彰を
光栄にも獲得し、同年 6月には国務院により第三期
『全国古典書籍重点保護単位』という称号を授与され
ている。
注
1） 中国の大型建造物は欧米方式で「1階」は「0階（グ
ランドフロア：底層・首層：‒ 1 層）」、「2 階」が「1
階（一層）」、「3階」が「2階（二層）」と称している
ことがよくある。
2） 中国では人文科学は社会科学の範疇に包含されている。
 （とりい　かつゆき　名誉教授）
南京図書館フロアガイド
